清代弾詞受容に関する一考察　―車王府蔵弾詞を手がかりに― by 輪田 直子
清代弾詞受容に関する一考察　―車王府蔵弾詞を手
がかりに―
著者 輪田 直子
雑誌名 集刊東洋学
巻 84
ページ 74-94
発行年 2000-10-31
URL http://hdl.handle.net/10097/00132558
74 
清
代
弾
詞
受
容
に
関
す
る
一
考
察
|
|
車
王
府
蔵
弾
調
を
手
が
か
り
に
|
|
は
じ
め
に
歌
謡
、
語
り
物
、
演
劇
と
い
っ
た
、
本
来
上
演
さ
れ
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
表
現
芸
術
は
、
ま
た
一
方
、
そ
れ
が
文
字
化
さ
れ
読
み
物
と
し
て
読
者
に
提
供
さ
れ
鑑
賞
さ
れ
る
と
い
う
側
面
も
併
せ
持
つ
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
明
代
後
期
に
形
成
さ
れ
、
清
一
代
を
通
じ
て
中
国
南
方
で
流
行
し
、
現
在
も
そ
の
命
脈
を
保
つ
説
唱
文
学
、
弾
詞
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
弾
詞
は
行
わ
れ
た
地
域
に
よ
り
蘇
州
弾
詞
、
揚
州
弾
詞
な
ど
と
そ
の
具
体
的
な
呼
称
を
変
え
、
は
な
は
だ
し
く
は
福
建
の
評
話
、
広
東
の
木
魚
書
な
ど
も
こ
の
弾
詞
の
一
種
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
や
は
り
蘇
州
弾
詞
は
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
流
行
し
た
、
い
わ
ば
弾
詞
の
本
流
と
も
一
一
百
う
べ
き
種
類
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
が
最
も
充
実
し
て
い
る
。
乙
れ
ら
研
究
書
の
中
で
、
一
九
九
六
年
に
抽
出
語
大
詞
典
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
評
弾
文
化
詞
典
」
に
は
、
輪
直
子
回
附
録
と
し
て
「
蘇
州
評
弾
伝
統
番
目
歴
代
伝
人
系
脈
表
」
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
評
弾
作
品
に
お
付
る
師
承
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
「
評
弾
」
と
は
、
周
知
の
通
り
、
評
話
(
有
説
無
唱
)
と
弾
詞
(
有
説
有
唱
)
の
総
称
で
、
現
在
で
は
「
弾
詞
」
と
い
う
呼
称
よ
り
も
こ
の
「
評
弾
」
を
用
い
る
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
き
て
、
こ
の
「
系
脈
表
」
に
は
、
有
説
有
唱
で
あ
る
弾
調
に
つ
い
て
、
併
せ
て
二
十
数
種
の
作
品
の
師
承
図
が
挙
げ
ら
れ
て
お
町
、
こ
れ
ら
諸
作
品
が
、
実
際
に
書
場
な
ど
で
語
り
歌
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
伺
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
の
中
に
は
、
『
天
雨
花
』
『
再
生
縁
』
と
い
っ
た
弾
詞
中
の
名
作
と
も
雪
一
一
同
う
べ
き
作
品
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
テ
ク
ス
ト
を
介
在
さ
せ
る
か
否
か
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
も
、
師
匠
が
弟
子
に
語
り
の
技
を
伝
え
、
そ
の
結
果
そ
れ
ら
様
々
な
流
派
に
お
い
て
実
際
に
書
場
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
師
承
関
係
も
伝
わ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
実
際
に
上
演
す
る
た
め
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
読
書
用
に
作
ら
れ
た
色
彩
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
師
承
図
に
含
ま
れ
て
い
な
い
作
品
群
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
も
そ
も
郷
振
鐸
が
弾
詞
を
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
言
語
が
方
言
か
否
か
に
よ
り
「
園
音
弾
詞
」
と
「
土
音
弾
詞
」
と
い
う
二
種
に
分
類
し
た
中
の
「
国
音
弾
詞
」
に
ほ
ぽ
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
引
。
こ
の
よ
う
に
、
弾
詞
に
は
上
演
用
と
読
書
用
と
い
う
二
種
類
の
作
品
群
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
つ
頃
よ
り
生
じ
た
か
と
一
吉
う
に
、
そ
も
そ
も
弾
詞
の
発
生
)
当
初
か
ら
こ
の
分
岐
が
起
こ
っ
て
い
た
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
耐
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
す
で
察
に
論
及
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
詳
し
く
触
れ
な
い
が
、
表
」
勺
現
芸
術
で
あ
る
語
り
物
に
お
い
て
も
、
そ
の
上
演
用
と
読
書
用
と
に
る
作
品
群
が
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
現
象
は
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
附
特
徴
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
上
演
用
と
読
書
用
杭
と
い
う
差
異
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
テ
ク
ス
ト
の
形
態
に
も
顕
著
栂
な
影
響
を
及
ぽ
し
、
こ
れ
庁
形
態
の
異
な
る
弾
詞
の
テ
ク
ス
ト
が
一
清
勝
来
「
代
言
体
」
と
「
叙
事
体
」
、
或
い
は
「
説
唱
本
」
と
「
閲
唱
本
」
桁
な
ど
と
い
う
呼
称
で
区
別
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
弾
詞
に
は
上
演
用
と
読
書
用
と
の
こ
類
の
テ
ク
ス
ト
の
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
今
回
、
筆
者
は
こ
の
よ
75 
う
な
弾
詞
の
受
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
若
干
の
検
討
を
加
え
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
に
改
め
て
考
え
直
す
契
機
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
先
年
俗
曲
の
豊
富
な
収
蔵
で
話
題
を
呼
ん
だ
蒙
古
車
王
府
曲
本
で
あ
る
。
本
稿
は
、
北
京
の
王
府
と
い
う
や
や
特
殊
な
環
境
に
、
こ
の
南
方
の
語
り
物
で
あ
る
弾
詞
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
象
を
手
が
か
り
に
、
こ
と
に
そ
の
上
演
用
と
読
書
用
と
い
っ
た
差
異
を
見
せ
る
作
品
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
、
清
代
に
お
け
る
弾
詞
の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず
車
王
府
自
体
に
つ
い
て
以
下
に
整
理
し
て
お
く
乙
と
と
し
た
い
。
車
王
府
と
は
、
清
代
の
モ
ン
ゴ
ル
の
王
族
が
北
京
に
建
て
た
王
府
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
王
府
に
戯
曲
、
曲
芸
の
抄
本
が
大
量
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
就
中
研
究
者
の
注
目
を
集
め
た
の
は
、
鼓
詞
・
子
弟
書
類
の
収
集
で
あ
る
。
か
く
も
大
量
の
鼓
詞
・
子
弟
書
の
収
集
は
他
に
例
を
見
な
い
こ
と
か
ら
、
一
連
の
車
王
府
曲
本
の
中
で
も
こ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
が
特
に
進
ん
で
い
る
。
こ
の
車
王
府
曲
本
は
一
九
九
一
年
に
北
京
首
都
図
書
館
か
ら
影
印
出
版
さ
料
、
現
在
で
は
そ
の
全
貌
を
ほ
ぽ
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
そ
の
草
王
と
い
う
の
が
具
体
的
に
は
誰
を
指
す
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
実
は
い
ま
だ
定
論
が
あ
る
と
は
6
言
え
な
い
。
い
く
つ
か
あ
る
説
の
う
ち
、
清
代
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
7
(
略
爾
曙
蒙
古
)
、
サ
イ
ン
ノ
ヨ
ン
部
(
曲
目
因
諾
顔
部
)
の
玉
、
ツ
エ
デ
ン
パ
ザ
ル
(
車
登
巴
唱
爾
)
が
車
王
そ
の
人
で
あ
る
と
い
う
意
見
〈
9
-
が
、
現
時
点
で
は
最
も
優
勢
で
あ
る
。
そ
の
外
モ
ン
ゴ
ル
の
王
で
あ
る
車
王
の
北
京
で
の
屋
敷
が
車
王
府
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
、
チ
ン
ギ
ス
汗
の
直
系
の
子
孫
と
さ
れ
る
ツ
エ
デ
ン
パ
ザ
ル
の
ニ
代
後
の
王
に
あ
た
る
ナ
ヤ
ン
ト
(
那
彦
図
)
の
時
代
、
そ
の
王
府
は
彼
の
名
を
取
っ
て
那
王
府
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
那
王
府
に
つ
い
て
は
、
「
那
王
府
四
十
年
的
論
桑
田
憶
」
に
、
そ
の
場
所
等
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
李
暢
氏
は
「
現
存
的
私
人
宅
邸
内
的
戯
台
，
第
一
処
是
那
王
府
。
」
と
述
べ
て
、
こ
の
那
王
府
に
劇
を
上
演
す
る
舞
台
が
残
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
北
京
に
現
存
す
る
個
人
所
有
の
舞
台
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
那
王
の
演
劇
好
き
が
偲
ば
れ
る
。
そ
の
祖
先
で
あ
る
車
王
が
や
は
り
演
劇
を
愛
好
し
、
脚
本
類
を
集
め
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
車
王
府
が
こ
の
一
族
に
関
わ
る
と
考
え
て
ま
ず
間
違
い
な
か
ろ
う
。
次
に
章
を
改
め
て
、
こ
の
車
王
府
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
曲
本
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
叫
。
一
、
車
玉
府
蔵
本
に
つ
い
て
ま
ず
、
第
一
に
確
認
し
て
お
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
車
王
府
蔵
本
の
う
ち
現
在
一
般
に
「
車
王
府
曲
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
す
べ
て
が
用
紙
、
装
丁
な
ど
を
同
じ
く
す
る
手
抄
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
影
印
出
版
し
た
も
の
が
、
ほ
か
で
も
な
い
き
さ
に
触
れ
た
首
都
図
書
館
編
『
清
蒙
古
車
王
府
蔵
曲
本
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
車
王
府
に
は
こ
れ
ら
一
群
の
抄
本
の
曲
本
と
は
別
に
、
刻
本
二
部
抄
本
を
含
む
)
の
小
説
・
戯
曲
・
曲
芸
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
こ
の
中
に
江
南
流
域
に
流
行
し
た
弾
詞
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
。
か
つ
て
『
小
説
月
報
』
十
七
巻
号
外
「
中
国
文
学
研
究
」
に
、
鄭
振
鐸
氏
の
「
西
諦
所
蔵
弾
詞
目
録
」
|
彼
の
所
蔵
す
る
弾
詞
計
一
百
七
種
!
と
い
う
一
一
編
が
掲
載
さ
れ
た
。
民
国
一
八
年
、
私
は
北
平
で
、
馬
隅
卿
氏
と
つ
ね
に
行
き
来
し
て
い
た
。
当
時
馬
氏
は
北
平
の
孔
徳
学
校
の
教
務
主
任
で
あ
っ
た
。
孔
徳
図
書
館
は
北
方
で
は
著
名
な
通
俗
文
学
書
籍
の
宝
庫
で
、
馬
氏
の
手
に
よ
っ
て
車
王
府
の
小
説
、
鼓
詞
、
弾
詞
等
数
百
種
が
購
入
さ
れ
た
。
彼
は
そ
の
う
ち
弾
詞
の
一
部
分
の
整
理
を
私
に
依
託
し
た
。
そ
こ
で
私
は
弾
詞
収
集
に
興
味
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
、
四
、
五
年
の
聞
に
、
百
種
近
く
を
収
集
し
得
た
。
今
、
西
諦
、
孔
徳
学
校
と
私
自
身
の
所
有
す
る
弾
詞
を
併
せ
目
録
を
作
り
、
弾
詞
研
究
者
の
参
考
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
凌
景
塊
「
開
詞
目
艇
」
)
こ
の
よ
う
に
、
馬
偶
卿
氏
等
の
買
い
集
め
た
車
王
府
蔵
本
の
う
ち
、
弾
詞
の
一
部
分
が
凌
景
雄
氏
の
手
に
よ
っ
て
目
録
と
し
て
編
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
車
王
府
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
本
の
流
れ
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
【
車
王
府
蔵
本
の
流
れ
】
車
王
府
蔵
本
清代弾詞受容に関する一考察(輪団)
A
・
抄
本
(
戯
曲
・
鼓
詞
、
子
弟
書
等
北
方
の
説
唱
文
学
・
雑
曲
)
『
清
蒙
古
車
王
府
蔵
曲
本
」
と
し
て
影
印
出
版
B
・
刻
本
小
説
・
戯
曲
孔
徳
学
校
不
明
77 
こ
の
よ
う
に
、
車
王
府
に
は
影
印
出
版
さ
れ
た
「
清
蒙
古
車
王
府
蔵
曲
本
』
に
収
め
ら
れ
る
説
唱
文
学
(
鼓
詞
・
子
弟
書
)
の
他
に
、
や
は
り
同
じ
く
説
唱
文
学
で
あ
る
弾
詞
が
そ
れ
と
は
別
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
車
王
府
曲
本
と
い
う
と
、
専
ら
こ
の
図
の
A
の
抄
本
の
み
が
話
題
と
な
り
、
B
に
含
ま
れ
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
刻
本
で
あ
っ
た
弾
詞
に
つ
い
て
は
、
凌
景
塊
以
降
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い
と
い
う
う
ら
み
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
王
族
が
戯
曲
類
の
テ
ク
ス
ト
を
収
集
す
る
の
は
特
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
車
王
府
の
意
義
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
曲
芸
類
が
蒐
め
ら
れ
て
い
た
点
に
あ
る
。
わ
け
で
も
、
か
く
も
大
量
の
鼓
詞
・
子
弟
書
の
収
集
は
他
に
例
を
見
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
の
進
ま
な
か
っ
た
こ
の
分
野
に
対
す
る
大
き
な
貢
献
と
な
り
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
き
わ
め
て
5
;
 
E
しこ
れ
に
対
し
て
、
乙
の
凌
景
涯
の
「
弾
詞
目
録
」
に
収
め
ら
れ
る
弾
詞
作
品
は
、
主
に
江
南
闘
醐
幽
孔
徳
学
校
凌
景
挺
「
弾
詞
目
録
」
所
収
78 
を
中
心
に
同
じ
テ
ク
ス
ト
の
存
在
が
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
各
テ
ク
ス
ト
の
重
要
度
・
貴
重
度
と
い
っ
た
も
の
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
凌
氏
目
録
中
の
鄭
振
鍔
所
蔵
弾
詞
、
孔
徳
学
校
所
蔵
弾
詞
、
凌
景
堤
自
身
の
所
有
す
る
弾
詞
の
三
種
の
中
か
ら
、
孔
徳
学
校
所
蔵
分
、
す
な
わ
ち
車
王
府
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
弾
詞
の
み
を
取
り
だ
し
て
示
す
{
悶
-
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
「
清
史
稿
芸
文
志
補
編
』
に
著
録
さ
れ
る
作
品
に
は
※
を
付
し
て
お
い
た
。
【
凌
景
堤
「
弾
詞
目
録
」
所
収
旧
車
王
府
蔵
弾
詞
]
(
ア
)
代
言
体
制
同
詞
(
イ
)
叙
事
体
弾
詞
※
[
双
珠
鳳
】
道
光
己
巳
流
霞
閣
刊
本
※
【
天
雨
花
】
道
光
辛
丑
刊
本
【
珍
珠
塔
】
那
脱
十
四
年
時
余
閲
刊
本
【
玉
釧
緑
】
道
光
二
十
二
年
文
成
堂
【
万
花
楼
】
菊
鹿
突
百
雲
雅
悶
刊
本
刊
本
、
翰
苑
悶
刊
本
{
文
明
秋
風
】
関
越
軒
刊
本
※
【
再
生
縁
]
道
光
二
年
宝
仁
堂
刊
本
【
六
美
図
】
武
林
務
本
堂
刊
本
【
五
毒
伝
】
消
泰
山
堂
刊
本
【
双
帥
印
】
武
林
務
本
堂
刊
本
※
【
金
閏
傑
】
道
光
四
年
散
花
縁
刊
本
【
悶
嵐
荘
】
武
林
務
本
堂
刊
本
※
【
再
造
天
】
道
光
八
年
香
葉
悶
刊
本
【
九
龍
陣
]
武
林
務
本
堂
刊
本
※
【
安
邦
志
】
旧
刊
本
【
碧
玉
環
】
冷
余
閣
刊
本
【
鳳
嵐
山
】
海
陵
軒
刊
本
【
絵
其
記
]
嘉
鹿
壬
申
刊
本
【
娯
萱
草
】
光
緒
刊
本
【
義
妖
記
]
嘉
腿
己
酉
刊
本
【
小
金
銭
】
抄
本
【
双
金
錠
】
茄
刷
出
突
酉
品
琳
裕
僧
堂
刊
本
【
陶
朱
宮
】
旧
抄
本
【
文
武
香
球
】
二
百
室
主
刊
本
【
劉
成
美
忠
節
全
伝
】
旧
刻
本
※
【
還
金
銅
】
道
光
元
年
宣
弾
軒
刊
本
※
【
筆
生
花
】
申
報
館
排
印
本
【
一
弾
雪
】
訪
鹿
己
卯
澄
碧
粁
刊
本
【
九
龍
伝
】
飛
昇
閑
刊
本
【
犀
銀
記
】
稿
本
【
玉
如
意
】
道
光
巳
百
懐
徳
堂
刊
本
※
【
芙
蓉
洞
】
道
光
丙
申
刊
本
【
桃
花
庵
】
光
緒
八
年
刊
本
【
鳳
凪
図
】
道
光
二
年
間
玉
軒
刊
本
【
乾
隆
鋭
】
坊
刻
本
【
狸
狸
図
】
聞
恕
粁
刊
本
【
好
奇
箆
】
抄
本
【
九
紙
傑
】
乾
隆
五
十
年
瑞
雲
間
刊
本
【
玉
楼
春
】
燥
文
堂
刊
本
【
玉
鮒
対
】
愛
京
粁
刊
本
【
燈
月
伝
】
光
緒
丁
亥
刊
本
【
風
年
誤
】
部
腿
辛
未
環
秀
閣
本
【
双
胡
蝶
伝
】
琴
天
閣
刊
本
※
【
四
香
縁
]
道
光
突
巳
務
本
堂
刊
本
【
青
龍
伝
]
和
文
堂
春
山
堂
刊
本
【
笑
中
縁
金
如
意
】
環
秀
悶
刊
本
【
英
雄
会
]
抄
本
【
九
美
図
】
道
光
発
卯
刊
本
【
如
意
京
間
】
抄
本
【
珠
玉
円
】
同
治
壬
申
楽
普
堂
刊
本
【
二
虎
徹
疏
豹
山
】
文
盛
堂
刊
本
【
七
侠
図
】
九
成
堂
刊
本
【
五
女
興
唐
伝
】
光
結
成
子
抽
此
弘
刊
一
ー
本
【
十
美
図
】
旧
抄
本
【
百
花
台
】
光
緒
元
年
刊
本
【
碧
玉
獅
】
嘉
鹿
己
卯
激
芳
軒
刊
本
※
【
玉
連
環
】
嘉
殴
刊
本
【
繍
龍
鏡
】
道
光
辛
巳
集
賢
斎
刊
本
【
双
玉
杯
】
道
光
戊
子
酔
墨
軒
刊
本
[
錦
呑
亭
]
嘉
腿
辛
未
背
箱
閣
刊
本
【
果
報
録
】
訪
腿
壬
成
柳
渓
書
屋
刊
本
【
新
刊
秘
本
開
詞
六
極
(
結
香
丸
、
百
花
図
、
酔
芙
蓉
、
登
雲
豹
、
阪
麟
閣
、
飛
虎
槍
)
]
訪
山
田
二
十
三
年
間
近
軒
刊
本
作
品
は
便
宜
的
に
(
ア
)
(
イ
)
の
二
類
に
分
け
て
示
し
た
が
、
凌
景
堤
は
前
者
を
「
説
唱
本
」
つ
ま
り
、
説
書
人
の
脚
本
に
似
て
、
書
中
に
役
柄
、
せ
り
ふ
、
曲
調
な
ど
の
指
示
の
有
る
も
の
、
そ
し
て
後
者
を
「
関
唱
本
」
l
つ
ま
り
唱
と
語
り
に
よ
る
簡
単
な
事
情
説
明
か
、
或
い
は
す
べ
て
が
唱
の
み
の
も
の
、
と
し
て
両
者
を
区
分
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、
一
般
的
な
呼
称
に
従
っ
て
分
類
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
代
雪
一
同
体
弾
詞
、
叙
事
体
弾
詞
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
違
い
は
ま
た
、
(
ア
)
が
方
言
を
豊
富
に
残
す
の
に
対
し
、
(
イ
)
が
ほ
と
ん
ど
が
標
準
語
で
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
も
現
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
を
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
郷
振
)
鍔
は
土
音
弾
詞
、
国
立
国
弾
詞
と
い
う
名
称
で
区
分
す
る
が
、
国
音
弾
附
詞
は
、
後
に
そ
の
故
事
の
一
部
を
改
編
し
て
上
演
用
と
し
た
も
の
も
察
中
に
は
あ
る
も
の
の
、
歴
史
的
に
見
て
専
ら
読
書
用
と
し
て
供
さ
れ
寸
た
作
品
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
土
音
弾
詞
が
そ
れ
ぞ
る
れ
の
演
目
ご
と
に
口
伝
の
系
譜
が
あ
る
の
に
対
し
、
国
音
弾
詞
は
そ
附
れ
が
定
か
で
は
な
い
と
と
も
、
す
で
に
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
杭
こ
の
よ
う
に
、
車
王
府
に
所
蔵
さ
れ
た
弾
詞
は
、
現
在
他
の
場
所
苧
ι
残
っ
て
い
る
詩
作
品
同
様
、
そ
の
形
態
上
、
言
上
、
大
き
く
弾
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
何
よ
り
、
b
i
y
 
新
ま
ず
民
間
の
き
わ
め
て
通
俗
的
な
文
芸
で
あ
っ
た
弾
詞
が
、
王
府
と
い
う
、
い
わ
ば
貴
族
の
生
活
の
場
で
愛
好
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
従
来
の
弾
調
受
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容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
考
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
南
方
の
俗
文
芸
で
あ
る
弾
詞
作
品
が
、
北
方
北
京
の
、
し
か
も
モ
ン
ゴ
ル
人
の
王
府
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
に
挙
げ
た
A
の
抄
本
の
説
唱
文
学
は
、
北
方
の
鼓
詞
、
子
弟
書
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
が
仮
に
実
際
上
演
さ
れ
た
と
し
て
も
、
北
京
に
居
住
す
る
車
王
府
の
観
客
は
お
そ
ら
く
は
問
題
な
く
楽
し
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
南
方
方
言
を
使
っ
て
諮
ら
れ
る
弾
詞
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
北
方
の
、
し
か
も
外
国
人
に
理
解
で
き
た
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
う
な
る
と
、
当
然
考
え
ら
れ
る
の
が
、
上
演
を
目
的
と
は
せ
ず
、
単
に
読
書
用
と
し
て
収
集
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
(
イ
)
の
叙
事
体
弾
詞
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
う
。
但
し
、
(
ア
)
の
代
言
体
弾
詞
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
読
書
用
と
し
て
も
そ
の
大
量
の
方
言
を
、
果
た
し
て
解
読
で
き
て
い
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
次
章
以
降
、
主
と
し
て
(
ア
)
の
グ
ル
ー
プ
の
作
品
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
二
、
嘉
慶
期
に
お
け
る
弾
詞
の
変
容
さ
て
、
こ
の
旧
車
王
府
所
蔵
の
弾
詞
作
品
の
中
に
は
古
い
も
の
で
は
乾
隆
期
の
刻
本
も
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
嘉
慶
・
道
光
0
年
間
の
刻
本
で
あ
る
。
嘉
慶
年
聞
は
、
弾
詞
の
い
わ
ゆ
る
代
言
体
作
B
ロ
聞
の
出
版
が
開
始
さ
れ
た
時
期
と
さ
れ
る
。
こ
の
、
弾
詞
の
一
大
変
革
期
と
も
言
え
る
時
期
に
つ
い
て
、
若
干
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
倉
田
淳
之
助
氏
は
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
と
こ
ろ
が
弾
詞
の
体
に
は
全
巻
叙
事
の
も
の
と
、
書
中
の
人
物
の
口
吻
を
表
す
も
の
と
あ
り
、
多
く
の
弾
詞
を
検
す
る
と
、
後
の
体
は
清
朝
の
嘉
慶
中
の
刊
本
に
至
っ
て
表
わ
れ
、
し
か
も
こ
の
体
が
現
わ
れ
る
と
俄
然
盛
大
と
な
り
、
こ
の
体
の
活
用
が
弾
詞
を
盛
大
な
ら
し
め
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
(
「
弾
詞
孜
」
)
倉
田
氏
の
述
べ
る
ご
と
く
、
弾
詞
の
テ
ク
ス
ト
が
嘉
慶
期
に
変
容
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
も
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
変
容
は
、
主
に
戯
曲
の
影
響
に
よ
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
次
の
意
見
を
参
考
に
し
て
み
た
い
。
真
の
蘇
州
弾
詞
は
乾
隆
年
間
の
大
家
王
周
士
よ
り
始
ま
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
後
、
乾
隆
・
嘉
慶
年
間
の
陳
遇
乾
は
、
初
め
昆
劇
の
役
者
と
し
て
洪
福
班
、
集
秀
班
に
相
前
後
し
て
参
加
し
、
後
に
弾
調
の
語
り
手
引
と
転
じ
た
。
彼
は
昆
曲
の
節
や
発
音
を
弾
詞
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
お
い
て
融
合
し
た
。
大
声
を
主
と
し
、
音
色
は
ゆ
っ
た
り
と
力
強
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
小
声
を
ま
じ
え
い
た
ま
し
く
も
激
し
い
感
情
を
加
え
、
き
わ
め
て
特
徴
的
な
陳
調
を
創
作
し
た
。
(
中
略
)
陳
過
乾
は
、
昆
劇
中
の
歌
唱
法
や
仕
草
な
ど
と
い
っ
た
表
現
芸
術
を
吸
収
し
た
最
初
の
弾
詞
芸
人
で
あ
り
、
現
在
の
弾
詞
の
伝
統
作
品
に
用
い
ら
れ
る
登
場
人
物
の
せ
り
ふ
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
両
者
(
筆
者
注
い
昆
劇
と
弾
詞
)
の
せ
り
ふ
ま
わ
し
は
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
(
劉
宗
英
「
昆
劇
与
蘇
州
、
弾
詞
的
関
係
」
)
劉
氏
は
、
蘇
州
弾
詞
に
お
け
る
前
四
家
の
一
人
、
陳
過
乾
に
よ
る
、
乾
嘉
期
の
弾
詞
変
容
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
陳
遇
乾
自
身
が
初
め
見
劇
の
役
者
で
あ
り
、
後
に
弾
調
芸
人
に
転
じ
た
と
い
う
経
歴
に
大
き
く
依
っ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
弾
調
の
変
容
は
、
倉
田
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
必
ず
し
も
テ
ク
ス
ト
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
上
演
の
形
態
自
体
の
変
化
と
も
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
=
一
、
テ
ク
ス
ト
は
い
か
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
|
|
『
宝
晴
艇
』
を
例
に
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
お
そ
ら
く
昆
劇
の
影
響
を
受
け
て
、
そ
の
上
演
形
態
も
テ
ク
ス
ト
の
体
裁
も
変
容
し
た
で
あ
ろ
う
代
言
体
弾
詞
の
、
こ
の
時
期
の
も
の
と
し
て
残
る
テ
ク
ス
ト
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
著
名
な
長
編
弾
詞
『
玉
蛸
挺
』
を
例
と
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
一
九
八
五
年
、
江
蘇
文
芸
出
版
社
よ
り
排
印
本
の
『
玉
婿
艇
』
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
周
玉
泉
の
口
述
を
輿
克
敏
氏
が
整
理
し
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
対
し
、
思
織
「
評
江
蘇
版
本
弾
詞
『
玉
崎
臨
』
」
が
批
評
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
大
略
を
述
べ
れ
ば
、
最
近
、
著
名
な
長
編
弾
詞
作
品
『
玉
蛸
挺
』
に
排
印
本
が
出
)
た
の
は
よ
い
が
、
そ
の
排
印
本
は
従
来
の
語
り
手
の
呼
吸
と
い
っ
た
嗣
も
の
を
全
く
消
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
、
き
わ
め
て
嘆
か
わ
し
察
ぃ
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
実
際
の
周
玉
泉
の
語
り
口
と
、
く
だ
ん
の
寸
江
蘇
文
芸
出
版
社
本
の
叙
述
に
つ
い
て
同
じ
場
面
を
挙
げ
て
比
較
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
例
示
し
て
い
る
。
こ
と
で
、
問
題
の
場
面
附
を
や
や
長
く
な
る
が
全
文
引
用
し
て
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
場
抗
菌
は
、
主
人
公
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
た
文
宣
と
い
う
童
僕
摺
が
、
あ
る
霊
旧
か
ら
屋
敷
を
飛
び
出
し
、
八
年
も
留
守
に
し
た
後
に
弾
出
世
し
、
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
初
め
b
L
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測
に
、
周
玉
泉
演
出
に
よ
る
「
玉
崎
挺
」
を
挙
げ
る
。
(
傍
線
は
引
用
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
)
B
 
【
A
・
周
玉
泉
演
出
『
玉
蛸
挺
』
】
(
文
宣
)
門
上
有
人
麿
?
(
表
)
周
青
正
在
自
制
酎
自
飲
，
聴
到
有
人
間
，
一
頓
，
筏
子
酒
杯
一
放
，
心
里
想
，
最
近
逃
荒
要
飯
的
蛮
多
，
総
又
是
叫
化
子
，
打
発
但
走
!
(
周
青
)
去
去
去
，
現
在
勿
関
鈴
。
(
表
)
文
宣
聴
声
音
是
周
背
，
町
!
当
我
叫
化
子
哉
1
(
文
宣
)
珂
!
青
寄
1
(
周
青
)
昭
!
格
個
?
(
表
)
周
背
走
出
来
，
対
来
人
一
看
，
旗
牌
官
個
行
頭
，
綴
光
全
新
個
打
扮
・
.
.
. 
(
文
宣
)
青
寄
，
一
向
好
?
(
周
青
)
・
格
個
僚
好
!
係
好
!
(
文
宣
)
我
例
長
途
勿
見
了
!
(
周
青
)
問
。
長
遠
勿
見
哉
!
(
文
宣
)
娘
娘
好
フ
(
表
)
忽
座
間
我
家
主
婆
泥
?
這
個
角
色
是
発
慨
朋
友
睦
!
(
周
背
)
肥
，
ロ
家
主
婆
・
回
総
算
:
:
:
唆
，
還
好
!
(
文
宣
)
青
寄
，
伶
不
認
識
小
弟
了
?
(
表
)
其
実
周
青
是
勿
認
識
哉
1
他
以
為
此
人
是
前
些
時
，
府
台
来
拝
寿
帯
来
的
八
個
旗
牌
之
一
，
所
以
還
在
死
胡
調
。
(
周
背
)
認
得
的
!
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(
文
宣
)
背
寄
!
(
表
)
周
青
聴
見
，
有
点
惹
気
:
青
果
“
"
青
果
“
，
我
文
勿
是
撤
椀
!
所
以
没
有
響
。
文
宣
一
看
，
苗
頭
勿
対
，
我
例
是
要
好
弟
兄
明
，
乍
品
耐
出
会
冷
泳
泳
的
!
(
文
宣
)
攻
防
青
専
，
体
不
認
識
小
弟
了
1
(
周
青
)
認
得
!
(
文
宣
)
既
然
認
得
，
我
是
郷
一
個
?
(
周
青
)
係
?
是
前
些
一
時
限
貴
上
到
此
地
来
過
的
野
1
(
表
)
文
宣
倒
笑
出
来
了
，
他
真
不
認
識
我
了
!
(
文
宣
)
体
仔
細
看
看
，
我
是
嚇
一
個
!
(
周
青
)
係
是
府
台
大
人
身
辺
的
旗
牌
官
冴
!
(
文
宣
)
小
弟
是
文
宣
!
(
周
青
)
喰
物
事
崎
?
真
認
不
出
来
哉
!
握
晴
是
文
宣
兄
弟
，
係
変
了
様
子
哉
，
(
文
宣
)
誰
か
い
ま
す
か
?
(
語
り
手
)
周
青
は
ち
ょ
う
ど
一
人
で
手
酌
酒
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
誰
か
来
た
ら
し
い
の
を
聞
き
つ
け
て
、
一
瞬
、
箸
と
杯
を
置
い
て
は
み
た
も
の
の
、
心
の
中
で
は
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
た
、
こ
の
と
こ
ろ
の
飢
簡
で
物
乞
い
が
い
や
多
い
こ
と
、
き
っ
と
ま
た
乞
食
だ
ろ
う
て
、
行
っ
て
追
っ
払
っ
て
や
れ
!
(
周
背
)
し
っ
し
っ
し
、
今
閉
ま
っ
て
る
よ
。
(
語
り
手
)
文
宣
は
そ
の
声
を
聴
い
て
こ
れ
は
周
育
だ
と
わ
か
っ
た
、
や
や
、
俺
を
乞
食
だ
と
思
っ
て
い
る
な
!
(
文
宣
)
お
い
、
背
兄
さ
ん
!
(
周
育
)
う
ん
、
俺
か
?
(
語
り
手
)
周
青
が
出
て
く
る
と
、
そ
こ
に
一
人
い
た
、
立
-
派
な
武
官
(
旗
牌
官
)
の
い
で
た
ち
で
、
し
か
も
、
全
身
新
品
の
・
・
。
(
文
宣
)
青
兄
さ
ん
、
あ
れ
か
ら
元
気
だ
っ
た
か
い
っ
(
周
背
)
・
・
い
や
1
、
こ
ん
に
ち
は
。
(
文
宣
)
久
し
ぶ
り
だ
ね
え
。
(
周
背
)
い
や
、
ま
っ
た
く
。
(
文
宣
)
娘
さ
ん
は
元
気
か
い
?
(
語
り
手
)
剖
引
U
引
制
判
制
州
制
劃
州
側
副
剖
配
岡
川
刻
刻
刻
刈
矧
引
1
J叶
川
オ
川
例
制
矧
刺
矧
川
川
(
周
背
)
い
や
、
お
れ
の
か
み
さ
ん
は
:
:
そ
の
i
i
そ
う
、
ま
あ
ま
あ
さ
!
(
文
宣
)
背
兄
さ
ん
、
あ
ん
た
俺
が
分
か
ら
な
い
の
か
い
?
(
語
り
手
)
実
は
周
青
は
分
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
!
彼
は
こ
の
人
聞
が
、
ち
ょ
っ
と
前
に
お
役
人
が
誕
生
日
に
連
れ
て
き
た
八
人
の
ご
家
来
衆
の
う
ち
の
一
人
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
だ
か
ら
、
ま
だ
お
ど
お
ど
し
て
い
た
。
(
周
青
)
わ
か
る
と
も
さ
!
(
文
宣
)
背
兄
さ
ん
!
清代弾詞受容に関する一考察(輸田)
(
語
り
手
)
周
青
は
と
れ
を
聞
い
て
、
だ
ん
だ
ん
む
っ
と
し
て
き
た
、
「
青
果
」
「
背
果
」
っ
て
、
俺
は
果
物
の
カ
ン
ラ
ン
じ
ゃ
な
い
ぞ
!
そ
れ
で
、
返
事
も
し
な
か
っ
た
。
文
宣
は
こ
う
思
っ
た
、
こ
り
ゃ
あ
よ
く
な
い
ぞ
、
俺
た
ち
ゃ
仲
の
い
い
兄
弟
だ
、
こ
ん
な
に
よ
そ
よ
そ
し
く
っ
て
い
い
わ
け
は
な
い
!
(
文
官
-
)
ゃ
あ
、
背
兄
さ
ん
、
あ
ん
た
俺
が
分
か
ら
な
い
の
か
い
?
(
周
背
)
分
か
る
と
も
!
(
文
宣
)
分
か
る
な
ら
、
俺
は
誰
だ
い
?
(
周
背
)
あ
ん
た
か
い
?
こ
な
い
だ
え
ら
い
人
と
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
人
だ
ろ
う
?
(
語
り
手
)
文
宣
は
笑
い
出
し
て
し
ま
っ
た
、
や
つ
は
本
当
に
俺
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
!
(
文
宣
)
よ
く
見
て
ご
覧
よ
、
俺
は
誰
だ
い
?
(
周
背
)
だ
か
ら
あ
ん
た
は
お
役
人
さ
ま
に
付
き
従
う
ご
家
来
衆
だ
ろ
う
!
(
文
宣
)
俺
は
文
宣
だ
よ
!
(
周
青
)
な
に
?
ゃ
あ
、
こ
り
ゃ
文
宣
じ
ゃ
な
い
か
、
お
ま
え
こ
ん
な
に
変
わ
っ
ち
ま
っ
て
、
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
!
次
に
、
江
蘇
文
芸
出
版
社
版
の
『
玉
蛸
挺
』
を
挙
げ
る
。
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【
B
・
周
玉
泉
口
述
，
襲
克
敏
整
理
『
玉
婿
艇
』
】
"
呈
辺
有
人
麿
ワ
門
上
嚇
位
在
つ
“
従
房
間
星
踏
出
一
位
二
爺
来
，
一
看
，
是
個
長
一
一
偽
大
一
磁
的
旗
牌
官
，
有
点
奇
怪
，
心
想
促
従
来
勿
向
指
槍
使
棒
的
角
色
有
往
来
，
這
個
喫
糠
食
的
軍
爺
飽
来
倣
除
?
"
臆
，
是
個
軍
爺
，
阿
有
恰
貴
干
?
“
文
宣
一
一
眼
就
認
出
他
是
周
青
，
蛮
関
心
，
笑
噌
曙
地
説
，
"
阿
昨
河
野
，
這
不
是
周
青
寄
寄
っ
・
周
青
寄
，
bm
不
認
識
小
弟
了
麿
?
“
周
青
揺
揺
頭
。
文
宣
逃
荒
去
的
辰
光
，
僅
児
打
扮
，
人
痩
得
象
只
湖
獄
，
現
在
長
得
虎
背
熊
腰
，
神
気
非
凡
，
而
且
一
身
軍
服
，
周
青
是
要
認
不
出
来
了
。
"
周
背
寄
“
文
宣
往
周
青
面
前
榛
近
些
一
'
"
伶
再
細
細
認
認
，
小
弟
是
郷
一
個
?
“
周
背
採
探
眼
晴
，
対
文
宣
面
孔
看
了
好
一
会
，
越
看
越
覚
得
面
熟
，
不
過
一
時
還
想
不
起
究
寛
是
晴
人
，
掻
掻
頭
，
倒
有
点
庖
雄
了
。
文
宣
説
'
"
周
青
寄
，
不
要
体
満
了
，
我
来
告
訴
伶
杷
，
我
是
文
文
:
:
文
宣
昧
!
“
周
背
突
然
認
出
来
了
，
驚
喜
地
賊
了
起
来
。
"
僚
是
文
宣
，
阿
対
?
“
「
誰
か
い
ま
す
か
、
玄
関
に
ど
な
た
か
?
」
部
屋
の
中
か
ら
下
僕
が
一
人
出
て
き
た
、
見
る
と
、
威
風
堂
々
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た
る
お
役
人
で
あ
る
、
ち
ょ
い
と
へ
ん
だ
な
、
俺
た
ち
や
こ
れ
ま
で
一
回
も
一
緒
に
銃
を
担
い
で
や
ら
か
し
た
こ
と
は
な
い
、
こ
の
軍
人
さ
ん
は
何
し
に
来
た
ん
だ
?
「
あ
の
l
、
こ
ち
ら
の
軍
人
さ
ん
、
い
っ
た
い
何
の
ご
用
で
す
か
ね
?
」
文
宣
は
一
目
で
こ
れ
が
周
青
だ
と
分
か
っ
て
、
嬉
し
く
な
り
、
笑
い
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
、
「
ゃ
あ
や
あ
、
こ
れ
は
周
青
兄
さ
ん
じ
ゃ
な
い
か
い
?
周
青
兄
さ
ん
、
俺
が
分
か
ら
な
い
の
か
い
?
」
周
青
は
首
を
振
っ
た
。
文
宣
が
出
て
行
っ
た
と
き
は
、
ま
だ
ほ
ん
の
子
供
で
、
痩
せ
て
尾
長
ザ
ル
み
た
い
だ
っ
た
が
、
今
で
は
ま
る
で
虎
の
背
、
熊
の
腰
、
屈
強
そ
の
も
の
、
意
気
揚
々
と
し
て
、
そ
の
上
軍
服
ま
で
身
に
ま
と
っ
て
い
る
、
周
青
は
分
か
ら
な
い
は
ず
だ。
「
周
青
兄
さ
ん
」
文
宣
は
周
青
の
自
の
前
に
近
寄
っ
て
き
た
、
「
よ
く
よ
く
見
て
お
く
れ
、
俺
は
誰
だ
い
つ
」
周
青
は
目
を
乙
す
り
こ
す
り
、
文
宣
の
顔
を
よ
く
よ
く
見
て
み
た
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
知
っ
た
顔
の
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
が
、
一
時
に
は
思
い
出
せ
な
い
、
頭
を
掻
き
掻
き
し
て
、
終
い
に
は
ち
ょ
っ
と
気
ま
ず
く
な
っ
て
き
た
。
文
宣
が
言
う
「
周
背
兄
さ
ん
、
考
え
な
く
て
い
い
よ
、
俺
が
言
お
う
、
俺
は
、
文
、
文
、
文
宣
だ
よ
!
」
周
青
は
突
然
分
か
っ
て
、
驚
き
喜
ん
で
叫
ん
だ
。
「
お
ま
え
、
文
宣
か
っ
」
思
誠
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
両
者
を
例
示
し
、
A
が
戯
曲
の
脚
本
の
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
B
は
一
般
的
な
小
説
の
手
法
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
そ
の
違
い
を
説
明
す
る
。
両
者
の
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
に
現
れ
る
叙
述
の
違
い
は
一
目
瞭
然
で
、
改
編
の
度
合
い
は
著
し
く
、
筆
者
の
憤
慨
も
や
む
を
得
ず
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。
端
的
に
言
っ
て
、
こ
の
両
者
の
違
い
は
A
が
代
言
体
弾
詞
で
あ
る
(
初
}
の
に
対
し
、
B
は
叙
事
体
弾
詞
と
言
っ
て
よ
い
か
は
置
く
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
代
言
体
弾
詞
と
分
類
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
演
出
し
た
際
に
最
も
顕
著
に
現
れ
る
違
い
は
、
B
は
対
話
が
激
減
し
、
語
り
手
の
せ
り
ふ
(
表
)
が
き
わ
め
て
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
A
に
お
け
る
語
り
手
の
せ
り
ふ
は
、
物
語
を
す
す
め
て
い
く
対
話
の
聞
に
掃
入
さ
れ
る
合
い
の
手
ほ
ど
の
分
量
で
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
傍
線
部
の
よ
う
に
登
場
人
物
の
心
中
の
声
、
あ
る
い
は
独
自
と
い
っ
た
役
割
を
担
い
、
登
場
人
物
の
せ
り
ふ
と
は
あ
き
ら
か
に
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
B
が
実
際
の
上
演
を
反
映
し
た
テ
ク
ス
ト
、
す
な
わ
ち
上
演
用
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
代
の
テ
ク
ス
ト
、
演
出
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
嘉
慶
・
道
光
期
の
テ
ク
ス
ト
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
玉
蛸
挺
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
残
念
な
こ
と
に
草
王
府
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ほ
か
の
各
所
に
残
る
テ
ク
ス
ト
を
見
る
と
、
こ
の
作
品
は
語
り
手
の
せ
り
ふ
(
表
)
の
な
い
代
言
体
弾
詞
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
封
。
と
こ
ろ
が
、
と
の
作
品
は
主
人
公
に
設
定
さ
れ
て
い
る
「
申
寅
升
」
と
い
う
人
物
の
名
が
、
当
時
の
蘇
州
の
権
力
者
と
同
姓
だ
っ
た
こ
と
か
ら
禁
書
と
な
り
、
そ
の
た
め
そ
の
姓
の
み
を
「
金
」
と
変
え
た
異
本
『
芙
蓉
洞
』
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
か
な
り
広
範
に
、
そ
し
て
部
数
も
多
く
流
布
し
た
ら
し
く
、
車
王
府
に
も
{
m
v
 
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
所
に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
先
ほ
ど
の
A
、
B
と
同
じ
場
面
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
清代弾詞受容に関する一考察(輪回)
(
文
白
)
有
人
度
。
(
周
)
喉
個
。
(
文
)
青
奇
，
是
我
。
(
周
)
宣
敢
尊
駕
是
落
落
塁
。
(
文
)
背
寄
，
体
寛
不
認
得
兄
弟
了
度
。
(
周
)
有
点
認
得
，
寛
一
時
頭
浪
認
勿
出
哉
。
(
文
)
小
弟
就
是
文
宣
。
(
周
)
昨
，
寛
幾
年
不
会
発
子
財
哉
。
(
『
芙
蓉
洞
』
巻
八
第
二
十
九
回
「
文
帰
」
)
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(
文
せ
り
ふ
)
誰
か
い
ま
す
か
?
(
周
)
な
ん
だ
い
?
(
文
)
青
兄
さ
ん
、
お
れ
だ
よ
ー
(
周
)
こ
れ
は
お
役
人
様
わ
ざ
わ
ざ
何
し
に
?
(
文
)
青
兄
さ
ん
、
あ
ん
た
俺
が
分
か
ら
な
い
の
か
?
(
周
)
何
と
な
く
分
か
る
け
ど
も
、
す
ぐ
に
は
思
い
出
せ
な
い
よ
。
(
文
)
俺
は
文
宣
だ
よ
!
(
周
)
え
え
て
な
っ
た
の
か
い
!
こ
り
ゃ
ほ
ん
の
数
年
で
こ
ん
な
に
金
持
ち
に
乙
の
代
言
体
の
弾
詞
作
品
は
、
先
の
A
と
同
様
、
戯
曲
の
脚
本
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
場
面
は
語
り
手
の
せ
り
ふ
で
あ
る
表
が
な
い
。
本
来
こ
の
『
芙
蓉
洞
』
と
い
う
作
品
は
、
そ
の
禁
書
と
な
っ
た
嘉
慶
頃
の
『
玉
婿
艇
』
と
は
異
な
り
、
表
が
非
常
に
多
い
と
こ
ろ
に
特
徴
の
一
つ
が
あ
る
。
比
較
の
便
の
た
め
、
他
の
場
面
で
例
を
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。
次
に
挙
げ
る
場
面
で
は
、
主
人
公
が
放
蕩
の
限
り
を
尽
く
し
て
家
に
帰
っ
て
こ
な
い
た
め
、
彼
を
授
す
童
僕
文
宣
と
、
彼
に
業
を
煮
や
す
妻
、
張
氏
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
(
表
白
)
文
宣
走
到
半
路
，
磁
着
子
張
府
上
管
家
，
正
要
到
南
濠
来
請
姑
爺
。
文
宣
説
，
大
爺
還
是
昨
日
出
去
個
並
，
我
勅
裏
尋
大
爺
。
張
府
管
家
説
道
，
文
兄
弟
尋
着
子
姑
爺
，
詩
就
過
来
。
文
宣
一
急
，
亦
勿
訊
張
府
上
，
到
底
勿
知
幌
哩
去
哉
。
心
裏
着
起
急
来
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哉
，
各
慮
我
尋
，
並
無
着
落
。
(
唱
)
張
府
管
家
回
去
夏
天
官
，
文
宣
億
児
心
急
備
。
各
庭
我
尋
無
下
落
，
寛
把
主
母
娘
娘
附
。
但
願
大
爺
早
早
帰
家
内
，
各
廟
焼
香
把
願
完
。
求
竿
問
卜
無
党
慮
，
侠
忽
光
除
第
五
天
。
(
且
引
)
良
人
瀬
産
喜
開
遊
，
頻
相
勧
為
好
成
仇
。
(
旦
白
)
奴
家
張
氏
秀
英
，
去
年
出
嫁
金
門
。
誰
想
他
貧
遊
倒
産
。
前
日
参
参
到
来
，
教
訓
了
他
九
句
。
誰
想
忠
言
逆
耳
。
参
参
去
後
，
与
我
反
目
，
一
連
五
日
不
進
一
房
来
打
褒
了
。
頭
凡
次
相
請
，
総
説
要
緊
攻
書
，
不
得
空
間
。
難
道
他
懐
恨
子
心
。
要
攻
名
成
就
，
方
可
，
進
来
不
成
，
也
罷
。
不
免
再
着
了
頭
去
諸
一
次
。
若
是
再
不
進
来
，
只
得
由
他
便
了
。
素
琴
。
(
花
白
)
娘
娘
。
(
旦
白
)
佑
到
書
房
中
，
請
大
爺
進
来
説
，
我
有
要
事
商
量
，
務
必
要
進
来
的
。
(
花
白
)
欣
，
是
哉
。
(
唱
)
素
琴
移
歩
出
一
一
層
門
，
走
落
扶
梯
往
外
庭
。
勿
勿
来
到
書
房
首
，
奉
命
前
来
請
主
人
。
(
花
自
)
文
宣
。
(
丑
白
)
倣
晴
介
。
(
花
白
)
我
奉
娘
娘
之
命
要
請
大
爺
進
去
幌
。
(
丑
白
)
欣
，
阻
立
介
歓
，
譲
我
去
請
。
(
花
自
)
映
。
(
表
白
)
文
宣
一
干
子
進
去
掲
鬼
。
(
『
芙
蓉
洞
』
巻
二
第
五
回
「
究
僕
」
(
語
り
手
せ
り
ふ
)
文
宣
は
途
中
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
張
家
の
執
事
に
出
会
っ
た
、
ち
ょ
う
ど
南
濠
へ
婿
殿
を
呼
び
に
行
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
。
文
宣
が
言
う
に
は
、
「
旦
那
様
は
昨
日
出
て
行
か
れ
た
ん
だ
よ
、
俺
も
こ
こ
に
旦
那
様
を
捜
し
に
来
た
ん
だ
。
」
張
家
の
執
事
が
言
う
に
は
、
「
文
の
兄
弟
、
婿
殿
を
見
つ
け
た
ら
、
お
い
で
に
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
よ
。
」
文
宣
は
あ
わ
て
た
、
張
家
に
も
転
が
り
込
ん
で
い
な
い
と
い
う
ん
じ
ゃ
、
一
体
ど
こ
を
探
し
ゃ
い
い
ん
だ
い
。
気
持
ち
は
だ
ん
だ
ん
あ
せ
っ
て
く
る
、
俺
は
あ
ち
こ
ち
探
し
た
け
ど
、
ど
こ
に
も
見
つ
か
ら
な
い
。
(
唱
)
張
家
の
執
事
は
屋
敷
へ
帰
る
、
童
僕
文
宣
大
い
に
あ
せ
る
。
あ
ち
己
ち
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ぬ
、
と
う
と
う
奥
様
を
だ
ま
さ
な
け
り
ゃ
。
旦
那
の
お
早
い
お
帰
り
を
、
お
寺
に
線
香
上
げ
て
願
う
の
み
。
占
い
し
て
も
見
つ
か
ら
ぬ
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
煙
の
よ
う
に
、
空
の
か
な
た
に
消
え
ち
ま
っ
た
。
(
且
引
)
夫
は
自
堕
落
に
遊
び
回
り
、
し
き
り
の
い
き
め
も
仇
と
な
る
。(
旦
せ
り
ふ
)
私
は
張
秀
英
で
す
、
去
年
金
家
に
嫁
い
で
き
ま
し
た
。
夫
が
あ
れ
ほ
ど
自
堕
落
だ
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
と
と
い
お
父
様
が
や
っ
て
き
て
、
お
小
言
一
を
少
々
お
っ
し
ゃ
い
清代弾詞受容に関する一考察(輪田)
ま
し
た
が
、
忠
言
耳
に
逆
ら
お
う
と
は
。
お
父
様
が
お
帰
り
に
な
っ
て
か
ら
、
私
と
反
目
し
て
、
五
日
も
続
け
て
部
屋
へ
来
ず
じ
ま
い
。
最
初
何
度
か
お
さ
そ
い
し
て
も
、
い
つ
も
お
っ
し
ゃ
る
に
は
学
問
大
事
で
、
暇
が
な
い
と
。
ま
さ
か
恨
ん
で
い
る
の
で
は
。
功
名
大
事
な
ら
、
仕
方
が
な
い
、
部
屋
に
来
な
い
な
ら
、
そ
れ
も
い
い
。
も
う
一
度
だ
け
呼
び
に
や
り
ま
し
ょ
う
。
も
し
そ
れ
で
も
来
な
い
の
な
ら
、
お
好
き
に
な
さ
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
素
琴
!
(
花
せ
り
ふ
)
奥
様
?
(
Eせ
り
ふ
)
お
ま
え
書
斎
に
行
っ
て
、
旦
那
様
に
言
っ
て
お
く
れ
、
ご
相
談
し
な
け
り
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
き
っ
と
来
て
く
だ
さ
い
と
。
(
花
せ
り
ふ
)
は
い
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
(
唱
)
素
琴
は
部
屋
の
入
り
口
を
出
て
、
階
段
を
降
り
外
庭
へ
。
い
そ
い
で
書
斎
に
や
っ
て
き
て
、
命
令
通
り
ご
主
人
を
呼
び
ま
す
。
(
花
せ
り
ふ
)
文
宣
。
(
丑
せ
り
ふ
)
な
ん
だ
い
?
(
花
せ
り
ふ
)
奥
様
の
命
令
で
旦
那
様
を
お
呼
び
し
に
来
た
ん
だ
。
レホ
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(
丑
せ
り
ふ
)
あ
あ
、
俺
が
い
ま
行
く
か
ら
、
俺
に
呼
び
に
行
か
せ
て
く
れ
。
(
花
せ
り
ふ
)
は
い
。
(
語
り
手
せ
り
ふ
)
文
宣
は
一
人
中
へ
入
り
ご
ま
か
し
始
め
た
。
最
初
の
方
の
表
に
、
「
刻
劃
剖
」
「
張
府
管
家
説
道
」
と
い
う
、
B
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
直
接
話
法
も
存
在
す
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
あ
き
ら
か
に
A
と
同
様
、
脚
本
形
式
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
弾
調
の
テ
ク
ス
ト
の
状
況
か
ら
考
え
る
に
、
こ
の
道
光
期
の
テ
ク
ス
ト
は
実
際
の
上
演
の
姿
を
か
な
り
忠
実
に
襲
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
当
時
の
ほ
か
の
代
言
体
弾
詞
の
テ
ク
ス
ト
も
、
こ
の
『
芙
蓉
洞
』
An) 
と
ほ
ぽ
同
様
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
出
版
さ
れ
て
い
た
代
言
体
弾
詞
テ
ク
ス
ト
は
、
上
演
用
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
金
文
京
氏
は
詩
讃
系
文
学
と
そ
の
書
写
形
態
の
関
わ
り
を
以
下
の
ご
と
く
明
快
に
解
き
明
か
し
て
お
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
詩
讃
系
の
台
本
も
し
く
は
脚
本
は
、
句
ご
と
に
段
を
切
り
、
一
行
に
三
句
も
し
く
は
四
句
の
段
落
を
つ
け
る
方
式
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
古
典
詩
詞
や
楽
曲
系
の
作
品
の
書
写
形
態
と
際
立
っ
た
相
違
を
み
せ
て
い
る
。
乙
の
形
式
は
、
お
そ
ら
く
仏
典
の
伺
讃
に
起
源
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
唐
代
敦
埋
変
文
中
の
韻
文
、
元
明
の
説
唱
詞
話
、
弾
詞
、
宝
巻
か
ら
、
近
年
の
広
束
、
香
港
の
木
魚
書
、
ま
た
は
傑
戯
の
脚
本
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て
お
り
、
詩
讃
系
文
学
を
特
徴
づ
け
る
大
き
な
外
見
的
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。
『
再
生
縁
』
『
玉
騎
艇
』
な
ど
清
代
蘇
州
の
文
芸
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化
し
た
読
書
用
の
弾
調
作
品
は
、
七
一
盲
の
詩
讃
系
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
形
態
を
放
棄
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
金
文
京
「
詩
讃
系
文
学
試
翻
」
)
そ
の
終
わ
り
の
部
分
に
お
い
て
、
氏
は
『
再
生
縁
』
『
玉
蛸
挺
』
等
を
、
「
文
芸
化
し
た
読
書
用
」
の
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
『
再
生
縁
』
に
つ
い
て
は
国
音
の
叙
事
体
弾
調
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
定
着
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
テ
ク
ス
ト
が
読
書
用
と
し
て
の
み
供
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
が
、
一
般
的
に
土
音
の
代
言
体
弾
詞
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
「
玉
崎
挺
」
を
、
そ
の
書
写
形
態
の
点
か
ら
読
書
用
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
の
は
、
画
期
的
な
着
服
と
一
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
遺
憾
な
の
は
、
こ
こ
で
氏
が
と
り
上
げ
た
「
玉
崎
挺
』
が
一
体
ど
の
テ
ク
ス
ト
を
指
す
の
か
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
玉
蛸
挺
』
を
も
と
に
改
編
し
た
道
光
期
の
『
芙
蓉
洞
』
は
、
今
見
て
き
た
と
お
り
明
ら
か
に
代
言
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
の
上
演
の
さ
ま
を
映
し
た
A
と
よ
く
似
た
形
態
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
『
芙
蓉
洞
』
に
代
表
さ
れ
る
嘉
慶
・
道
光
期
の
代
言
体
弾
詞
の
テ
ク
ス
ト
は
、
上
演
に
適
し
た
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
章
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
嘉
慶
期
以
降
の
弾
調
は
、
お
そ
ら
く
は
昆
劇
の
影
響
を
受
け
て
、
テ
ク
ス
ト
の
形
態
、
そ
し
て
上
演
の
形
態
に
も
変
化
を
生
じ
た
。
い
わ
ゆ
る
代
言
体
弾
詞
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
代
言
体
弾
詞
の
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
も
そ
も
大
量
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
金
氏
が
指
摘
す
る
書
写
形
態
か
ら
、
読
書
用
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
一
方
で
、
ま
た
そ
の
上
演
を
か
な
り
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
演
用
と
し
て
も
受
容
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
嘉
由
民
・
道
光
期
の
代
言
体
弾
詞
の
テ
ク
ス
ト
は
、
読
書
用
と
上
演
用
と
い
う
こ
つ
の
役
割
を
、
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
、
当
時
の
弾
詞
の
や
や
複
雑
に
文
芸
化
し
た
姿
が
見
て
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
回
、
凡
例
の
存
在
さ
て
、
前
章
に
お
い
て
こ
の
時
期
の
弾
詞
テ
ク
ス
ト
が
上
演
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
状
況
を
指
摘
し
た
が
二
方
、
当
時
の
弾
詞
が
確
実
に
読
書
用
の
側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
、
一
部
の
弾
詞
に
お
い
て
、
本
編
の
前
に
凡
例
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
車
王
府
所
蔵
の
作
品
中
、
例
え
ば
『
絵
【
m-
真
記
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
『
絵
真
記
』
の
凡
例
は
併
せ
て
十
条
、
題
名
の
由
来
、
読
者
の
心
得
、
或
い
は
本
書
の
す
ぐ
れ
た
描
写
に
対
す
る
自
信
に
満
ち
た
賛
美
な
ど
多
彩
な
内
容
を
見
せ
て
い
る
が
、
特
に
次
の
一
条
に
注
目
し
て
み
た
し当。
て
此
書
原
非
唱
本
，
僅
可
供
文
士
課
余
，
佳
人
繍
罷
，
若
椀
魁
香
，
陶
情
悦
性
。
倫
用
繁
弦
急
管
，
反
失
其
字
句
新
麗
，
詞
意
纏
綿。て
こ
の
書
は
、
も
と
も
と
唱
本
で
は
な
い
。
文
人
の
余
暇
、
ご
婦
人
の
無
附
酬
を
な
ぐ
さ
め
、
銘
茶
名
菜
の
ご
と
く
、
楽
し
み
に
供
さ
れ
る
も
の
。
も
し
複
雑
な
曲
調
な
ど
用
い
よ
う
も
の
な
ら
、
か
え
っ
て
そ
の
字
句
の
美
し
さ
、
内
容
の
纏
綿
た
る
情
緒
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
蜘
傍
線
部
の
よ
う
に
、
凡
例
を
著
し
た
李
繍
虎
は
、
こ
の
作
品
が
上
察
演
用
の
も
の
で
は
な
い
と
断
定
し
て
い
る
。
4
ま
た
、
こ
れ
は
車
王
府
に
所
蔵
さ
れ
た
作
品
で
は
な
い
が
、
『
絵
真
る
記
』
よ
り
も
古
い
テ
ク
ス
ト
の
残
っ
て
い
る
『
何
必
西
廟
』
に
も
、
全
-m】
関
二
十
条
と
い
う
と
れ
ま
た
膨
大
な
凡
例
が
付
さ
れ
て
い
る
。
杭
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
滑
初
の
伝
奇
『
桃
花
扇
』
で
あ
る
。
実
掘
は
、
『
桃
花
-
一
扇
』
に
も
作
者
孔
尚
任
自
身
に
よ
る
凡
例
が
付
さ
れ
て
い
勝
る
。
『
桃
花
扇
』
が
名
作
と
し
て
一
世
を
風
燥
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
新
弾
詞
作
品
に
見
ら
れ
る
乙
れ
ら
の
凡
例
が
そ
の
影
響
を
被
っ
た
可
能
9
性
も
大
い
に
あ
り
得
る
。
そ
の
『
桃
花
-
一
扇
』
の
凡
例
は
多
岐
に
わ
た
S
り
、
題
名
の
由
来
、
内
容
に
対
す
る
解
説
な
ど
も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
の
が
、
孔
尚
任
が
役
者
に
対
し
て
こ
ま
ご
ま
と
注
文
を
つ
け
て
い
る
条
目
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
凡
例
は
実
際
の
上
演
に
備
え
た
も
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
桃
花
扇
』
は
、
上
演
も
大
変
な
人
気
を
博
し
た
も
の
の
、
そ
の
上
梓
当
初
も
今
も
読
み
物
と
し
て
の
評
価
の
方
が
却
っ
て
高
い
。
こ
の
よ
う
に
、
『
桃
花
扇
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
凡
例
で
は
上
演
を
意
識
し
て
い
る
が
、
実
際
は
上
演
用
と
し
て
の
ほ
か
に
読
書
用
と
し
て
も
享
受
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
絵
真
記
』
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
絵
真
記
』
の
テ
ク
ス
ト
の
場
合
、
じ
つ
は
「
桃
花
扇
』
と
全
く
相
反
し
て
、
凡
例
は
読
書
用
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
そ
の
本
文
は
上
演
用
に
適
し
た
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
凡
例
の
言
う
よ
う
に
読
書
用
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
た
と
は
到
底
考
え
が
た
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
『
桃
花
扇
』
同
様
、
『
絵
真
記
』
も
読
書
用
と
と
も
に
上
演
用
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
ヲ
匂
。
お
わ
り
に
以
上
、
主
に
清
代
嘉
慶
以
降
の
弾
詞
の
受
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
従
来
、
叙
事
体
弾
詞
は
読
書
用
、
代
言
体
弾
詞
は
上
演
用
と
き
わ
め
て
単
純
に
区
分
さ
れ
て
き
た
が
、
三
、
四
章
90 
で
推
測
し
た
よ
う
に
、
実
は
代
言
体
弾
詞
自
体
が
、
読
書
用
と
上
演
用
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
そ
の
最
盛
期
に
体
現
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
は
上
演
用
と
読
書
用
の
二
つ
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
テ
ク
ス
ト
が
出
現
し
た
時
期
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
こ
れ
は
、
弾
詞
が
最
盛
期
に
向
か
う
と
考
え
ら
れ
る
ご
の
時
期
な
ら
で
は
の
現
象
で
は
あ
る
ま
い
か
。
読
書
用
と
し
て
の
み
制
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
叙
事
体
弾
詞
に
対
す
る
需
要
が
従
来
週
り
存
在
す
る
一
方
で
、
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
代
言
体
弾
詞
は
、
こ
の
時
期
お
そ
ら
く
昆
劇
の
強
い
影
響
を
受
け
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
爆
発
的
な
人
気
を
獲
得
し
、
そ
の
上
演
の
人
気
に
支
え
ら
れ
て
大
量
の
テ
ク
ス
ト
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
大
量
の
テ
ク
ス
ト
が
、
広
範
に
流
布
し
た
と
い
う
こ
と
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
出
版
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
、
当
然
な
が
ら
昆
劇
の
テ
ク
ス
ト
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
葉
の
点
か
ら
言
っ
て
も
、
道
化
役
の
せ
り
ふ
に
蘇
白
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
む
昆
劇
と
弾
調
の
類
似
は
無
視
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
昆
劇
の
影
響
を
受
け
変
貌
を
遂
げ
た
代
言
体
弾
詞
の
テ
ク
ス
ト
が
定
着
す
る
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
昆
劇
の
流
れ
に
列
な
る
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
情
も
あ
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
弾
詞
の
受
容
層
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
最
終
的
に
は
、
昆
劇
の
テ
ク
ス
ト
な
ど
と
共
に
北
京
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
王
府
と
い
う
特
殊
な
地
点
に
収
蔵
さ
れ
る
ま
で
に
到
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
車
王
府
に
収
蔵
さ
れ
た
代
言
体
弾
詞
の
テ
ク
ス
ト
が
、
実
際
ど
の
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
王
族
に
享
受
さ
れ
て
い
た
か
と
な
る
と
、
い
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
点
が
多
い
。
南
方
と
は
違
い
、
お
そ
ら
く
は
叙
事
体
弾
詞
と
同
様
、
読
書
用
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
一
方
で
は
、
珍
し
い
作
品
を
単
に
収
蔵
す
る
の
み
で
、
上
演
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
読
書
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
も
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
有
力
な
証
左
を
探
し
得
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
が
山
しと
こ
ろ
で
、
筆
者
は
以
前
こ
の
代
言
体
弾
詞
に
つ
い
て
、
語
り
手
の
口
調
で
述
べ
唱
う
「
表
」
を
取
り
上
げ
て
問
題
と
し
、
「
表
」
の
あ
る
も
の
を
「
表
混
代
言
体
弾
詞
」
、
な
い
も
の
を
「
純
粋
代
言
体
弾
詞
」
と
便
宜
的
に
呼
び
、
両
者
の
相
違
を
説
唱
形
態
の
点
か
ら
論
じ
た
こ
AU} 
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
卑
見
に
よ
れ
ば
こ
の
表
混
代
言
体
弾
詞
こ
そ
が
説
唱
文
学
と
し
て
は
理
想
的
な
説
唱
形
態
で
あ
り
、
こ
の
形
態
の
出
現
こ
そ
が
蘇
州
弾
詞
隆
盛
の
一
要
因
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
本
稿
で
扱
っ
た
上
演
用
と
読
書
用
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
例
え
ば
さ
き
に
例
に
示
し
た
『
芙
蓉
洞
』
は
、
読
書
用
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
実
際
の
上
演
を
も
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
し
た
が
、
こ
の
『
芙
蓉
洞
』
は
ま
さ
に
表
混
代
言
体
弾
詞
に
分
類
さ
れ
る
作
品
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
読
書
用
と
し
て
も
十
分
に
機
能
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
の
作
品
が
、
上
演
用
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
機
能
を
も
備
え
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
説
唱
文
学
と
し
て
当
時
弾
詞
が
い
か
に
嫡
熟
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
清代弾詞受容に関する一考察(輪田)
主(l
)
郷
振
鐸
『
中
国
俗
文
学
史
』
(
商
務
印
書
館
、
十
二
章
弾
詞
」
の
「
六
」
参
照
。
(2)
特
に
、
一
九
八
二
年
か
ら
継
続
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
評
弾
芸
術
』
(
第
一
集
か
ら
第
十
一
集
ま
で
中
国
曲
芸
出
版
社
出
版
、
第
十
二
、
第
十
三
集
は
新
翠
出
版
社
出
版
、
そ
の
後
江
蘇
文
芸
出
版
社
出
版
)
は
、
弾
詞
研
究
の
精
華
と
言
え
よ
う
。
(
3
)
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
諸
作
品
で
あ
る
。
珍
珠
塔
、
阪
麟
豹
、
白
蛇
伝
、
青
蛇
伝
、
玉
蛸
挺
、
落
金
扇
、
双
金
錠
、
三
笑
、
大
紅
抱
、
描
金
鳳
、
双
珠
鳳
、
双
珠
球
、
倭
抱
、
文
武
香
球
、
繍
香
襲
、
華
麗
縁
、
九
続
線
、
西
府
記
、
楊
乃
武
与
小
白
菜
、
二
度
梅
、
十
五
賀
、
玉
連
環
、
十
美
図
、
顧
鼎
臣
、
時
笑
因
縁
、
秋
海
裳
。
(4)
郷
振
鐸
前
掲
書
(
l
)
第
十
二
章
参
照
。
(
5
)
拙
論
「
蘇
州
弾
詞
に
お
け
る
説
唱
形
態
の
特
徴
」
(
『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
一
号
、
一
九
九
六
年
)
参
照
。 一
九
三
八
年
)
「
第
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(
6
)
諜
徳
均
「
宋
元
明
諮
唱
文
学
」
(
上
雑
出
版
社
初
版
、
一
九
五
三
年
。
後
『
戯
曲
小
説
叢
考
』
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
所
収
)
参
照
。
(
7
)
凌
景
挺
「
弾
詞
目
録
」
(
「
東
呉
学
報
』
第
三
巻
三
期
、
一
九
三
五
年
七
月
。
後
『
諸
宮
調
両
種
』
斉
魯
香
社
、
一
九
八
八
年
所
収
)
参
照
。
(
8
)
首
都
図
書
館
編
『
清
蒙
古
車
王
府
蔵
曲
本
』
(
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)
。
(9)
最
近
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
郭
精
鋭
『
車
王
府
曲
本
与
京
劇
的
形
成
』
(
泊
頭
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
)
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
状
況
が
概
括
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
、
車
主
H
ツ
エ
デ
ン
パ
ザ
ル
説
を
支
持
し
て
い
る
。
(
日
)
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
『
晩
清
宮
廷
生
活
見
聞
』
(
文
史
資
料
出
版
社
、
一
九
八
二
年
)
所
収
。
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
那
王
府
座
落
在
安
定
門
内
宝
紗
胡
同
，
南
面
是
高
公
庵
，
西
面
是
一
個
窄
狭
的
小
胡
同
，
北
面
是
国
祥
胡
向
。
府
四
周
建
有
群
塙
，
共
占
地
三
十
八
畝
。
(
日
)
李
暢
『
清
代
以
来
的
北
京
劇
場
』
(
北
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
九
八
年
)
四
十
三
頁
。
(
ロ
)
な
お
、
車
主
府
曲
本
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
田
仲
一
成
「
車
王
府
曲
本
に
つ
い
て
」
(
『
学
燈
』
一
九
九
一
年
六
月
号
)
、
「
再
び
『
車
王
府
曲
本
』
に
つ
い
て
」
(
『
学
燈
』
一
九
九
一
年
九
月
号
)
に
詳
し
い
。
(
日
)
凌
景
堤
前
掲
(
7
)
。
在
〈
小
説
月
報
》
十
七
巻
号
外
的
中
国
文
学
研
究
哀
，
曾
経
登
載
過
一
篇
鄭
振
鐸
先
生
的
西
諦
所
蔵
弾
詞
目
録
，
他
所
蔵
的
弾
詞
計
一
百
零
七
種
。
民
国
十
八
年
我
在
北
平
，
与
馬
隅
卿
先
生
朝
夕
過
従
，
那
時
馬
先
生
在
北
平
孔
徳
学
校
倣
教
務
主
任
，
孔
徳
図
書
館
是
北
92 
方
著
名
的
一
個
富
蔵
通
俗
文
学
書
籍
之
所
，
由
馬
先
生
経
手
向
車
王
府
踏
進
小
説
、
鼓
詞
、
弾
詞
等
数
百
種
，
他
使
把
蹄
詞
的
一
部
分
托
我
整
理
，
因
此
引
起
我
捜
羅
弾
詞
的
興
趣
，
四
五
年
来
，
授
得
近
一
百
種
。
今
把
西
諦
、
孔
徳
学
校
和
我
自
己
所
蔵
的
弾
詞
，
編
成
目
録
，
以
供
研
究
弾
詞
的
学
者
例
参
考
。
(M)
ま
た
、
潟
乗
文
氏
は
、
「
蒙
古
車
主
府
曲
本
」
(
燕
碕
校
点
『
劉
公
案
」
(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)
所
収
)
に
お
い
て
、
こ
の
抄
本
の
説
唱
文
学
と
刻
本
の
弾
詞
と
を
分
け
て
別
個
に
整
理
し
た
こ
と
の
妥
当
性
を
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
需
要
附
帯
説
明
的
是
，
凌
景
堤
先
生
在
《
東
呉
学
報
》
一
九
三
五
年
三
巻
三
期
"
文
学
専
号
“
上
，
発
表
的
《
弾
詞
目
録
》
中
，
也
収
録
了
"
車
主
府
的
故
物
“
|
弾
詞
六
十
七
種
。
這
些
弾
詞
雌
属
曲
芸
，
但
都
是
刻
本
，
(
中
略
)
与
車
王
府
旧
蔵
其
他
刻
本
的
小
説
戯
曲
一
様
。
而
逗
里
所
説
的
"
曲
本
“
則
辿
然
不
同
，
通
体
都
是
俗
手
抄
写
，
其
所
用
紙
張
、
字
体
与
装
蛸
都
別
具
特
色
，
想
当
初
孔
徳
学
校
馬
隅
卿
先
生
将
逗
両
部
分
図
書
分
別
委
托
顧
額
剛
和
凌
景
堤
先
生
整
理
時
，
併
未
把
弾
詞
刻
本
納
入
《
蒙
古
車
王
府
曲
本
分
類
目
録
》
中
，
是
有
一
定
道
理
的
。
(
日
)
章
鉱
・
武
作
成
等
編
『
清
史
稿
芸
一
文
志
及
補
編
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
)
に
も
と
づ
く
。
(
日
)
『
東
方
学
報
』
京
都
二
十
一
(
一
九
五
二
年
)
所
収
。
(
げ
)
江
蘇
省
曲
芸
家
協
会
編
『
評
弾
芸
術
』
第
十
四
集
(
江
蘇
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
所
収
。
真
正
有
蘇
州
弾
詞
応
該
従
乾
隆
年
間
的
大
名
家
王
周
士
開
始
算
起
，
之
後
，
乾
隆
、
官
出
鹿
年
間
的
陳
過
乾
，
初
為
昆
劇
演
員
先
後
入
洪
福
班
和
集
秀
班
，
後
改
唱
弾
詞
。
他
把
昆
曲
的
唱
腔
、
攻
字
融
合
子
弾
詞
的
唱
調
，
以
大
燥
為
主
，
音
色
覚
厚
蒼
勤
，
間
或
雑
以
小
喋
増
加
懐
憤
激
越
的
感
情
，
創
作
了
頗
具
特
色
的
陳
調
，
(
中
略
)
。
陳
遇
乾
是
吸
収
見
劇
歌
唱
法
、
身
段
等
表
現
芸
術
最
早
的
弾
詞
演
員
，
目
前
弾
詞
的
伝
統
書
中
所
用
的
官
白
仰
受
其
影
響
，
両
者
的
官
白
運
用
可
以
説
是
基
本
一
致
。
な
お
、
王
周
土
は
一
説
に
寅
周
土
と
も
豊
田
い
、
蘇
州
弾
詞
史
上
、
い
ま
だ
殴
昧
な
部
分
の
残
る
芸
人
で
あ
る
。
ま
た
、
陳
過
乾
は
蘇
州
弾
詞
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
前
四
家
」
の
一
人
で
、
『
義
妖
伝
(
白
蛇
伝
)
』
「
玉
蛸
挺
』
伝
承
に
お
け
る
陳
調
の
始
祖
で
あ
り
、
ま
た
、
『
芙
蓉
洞
』
等
は
自
ら
編
む
。
(
凶
)
周
玉
泉
(
一
八
九
七
1
一
九
七
回
)
は
、
食
秀
山
の
流
れ
を
汲
み
、
『
文
武
香
球
』
『
玉
蛸
挺
』
の
演
唱
に
長
じ
た
と
い
う
。
(
日
)
蘇
州
評
弾
研
究
会
編
『
評
弾
芸
術
』
第
十
集
(
中
国
曲
芸
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)
所
収
。
(
初
)
例
え
ば
、
代
表
的
な
叙
事
体
弾
詞
『
天
雨
花
』
(
陶
貞
懐
著
、
排
印
本
は
中
州
古
籍
出
版
社
よ
り
一
九
八
四
年
に
刊
行
。
粗
景
深
主
編
、
李
平
校
点
)
の
語
り
部
分
を
例
に
挙
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
夫
人
説
道
，
我
児
，
体
就
是
三
妨
投
来
的
。
我
当
初
生
体
之
時
，
夢
見
拙
撲
入
懐
中
，
因
而
生
産
。
文
将
儀
貞
写
経
一
節
，
説
与
拙
知
。
永
孝
笑
道
，
此
等
虚
無
，
亦
難
源
信
，
但
母
親
既
然
見
了
龍
叙
，
倍
添
傷
感
，
待
児
収
去
罷
。
周
夫
人
遂
即
封
銀
，
着
家
人
送
還
桓
府
。
(
『
天
雨
花
』
第
三
十
回
)
B
に
比
べ
固
に
つ
く
の
は
、
語
り
手
が
ほ
ぼ
背
景
に
徹
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
語
り
手
の
主
張
と
い
っ
た
も
の
は
、
主
に
唱
に
清代弾詞受容に関する一考察(輪回)
お
い
て
描
か
れ
る
傾
向
が
強
い
よ
う
に
見
受
げ
ら
れ
る
。
(
幻
)
清
抄
本
(
東
北
大
学
所
蔵
)
、
清
室
統
二
年
上
海
書
局
石
印
本
(
上
海
図
書
館
所
蔵
)
等
。
説
唱
形
態
に
つ
い
て
は
、
拙
論
前
掲
(5)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
幻
)
『
芙
蓉
洞
』
(
十
巻
四
十
回
、
陳
遇
乾
先
生
原
稿
、
陳
士
奇
先
生
評
論
、
食
秀
山
先
生
校
関
、
惜
陰
居
士
序
、
清
道
光
丙
申
こ
八
三
六
)
刊
本
)
は
、
胡
士
釜
編
・
粛
欣
橋
増
訂
『
弾
詞
宝
巻
書
目
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
)
に
よ
れ
ば
、
車
王
府
以
外
に
、
郷
振
鐸
、
胡
士
釜
が
そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
、
現
在
で
も
上
海
図
書
館
や
、
あ
る
い
は
日
本
の
各
大
学
等
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
(
お
)
拙
論
前
掲
(5)
に
お
い
で
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
代
言
体
弾
詞
は
表
を
有
す
る
か
否
か
に
よ
り
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
と
で
論
ず
る
『
突
蓉
洞
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
表
を
有
す
る
一
群
(
表
混
代
言
体
弾
詞
)
と
し
て
挙
げ
た
「
双
玉
杯
』
『
絵
真
記
』
等
は
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
の
形
態
も
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
(M)
「
中
国
社
会
と
文
化
』
第
七
号
こ
九
九
二
年
)
所
収
。
(
お
)
『
絵
真
記
』
四
十
巻
、
巡
月
楼
主
人
著
、
雲
間
女
史
朱
索
仙
序
並
校
、
板
橋
女
子
李
繍
虎
凡
例
、
清
嘉
慶
壬
申
(
一
八
一
二
)
刊
本
。
(
お
)
『
何
必
西
崩
』
一
名
「
梅
花
夢
』
、
三
十
七
巻
三
十
七
回
、
心
鉄
道
人
編
次
、
和
松
居
士
譜
訂
、
桐
峰
外
史
凡
例
、
清
嘉
慶
庚
申
こ
八
O
O
)
五
桂
堂
刊
本
。
密
燦
如
等
校
点
「
梅
花
夢
』
黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
八
月
。
な
お
、
こ
の
作
品
に
は
凡
例
の
み
な
ら
ず
、
「
呉
語
音
義
」
、
或
い
は
『
西
賄
記
」
の
『
用
品
鴛
伝
(
会
真
記
)
』
に
倣
っ
た
「
補
足
張
霊
出
奈
川
合
伝
」
な
ど
も
付
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
異
色
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
絵
真
記
』
『
何
必
酉
廟
』
の
凡
例
は
、
93 
そ
の
内
容
、
由
来
と
も
に
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
紙
帽
の
関
係
上
、
詳
し
い
検
討
は
次
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。
(
幻
)
拙
論
前
掲
(5)
参
照
。
